
開設記念講演会・進学説明会
日時:平成30年10月27日（土）13:30～17:00 

場所:広島市立大学サテライトキャンパス セミナルーム

（広島市中区大手町４‐１‐１　大手町平和ビル９階）

講演Ⅰ「グローバル・ガバナンス論から見た現代の世界秩序」

講演Ⅱ「気候変動問題に対する国際社会の取組み」

15:30～17:00　進学説明会

大芝 亮 氏  

（現 島根県立大学総合政策学部教授） 

（現 青山学院大学国際政治経済学部教授）

・全体説明会

・教員による個別相談（希望者のみ）

〔講演内容〕 
　今年は、日本のみならず世界の各地でも、猛暑、豪雨、台風といった気象災害に見
舞われており、気候変動問題に関心が高まっている。３年前には、気候変動問題に対
する今後の国際社会の取組みを定めたパリ協定が成立した。その後、多くの国が１年
もたたない間に批准しパリ協定が発効したため、国際社会が気候変動対策を進める準
備が進んだかに見えた。しかし、トランプ大統領は、今年６月にパリ協定からの離脱
を声明し、グローバリズムに基づく国際社会の取組みが揺らいでいるかに見える。
　本報告では、パリ協定をはじめとする国際社会の取組みの現状とその課題、さらに
今後の展望について報告する。

参加費 
無料 

プログラム 

13:30～15:10　開設記念講演会

沖村 理史 氏

広島市立大学大学院平和学研究科 

〔講演内容〕 

  最近では、世界秩序のありかたを示すものとしてグローバル・ガバナンスという言

葉がしばしば用いられる。内外の大学・大学院でグローバル・ガバナンス専攻が設置

され、「グローバル・ガバナンス論」の講義が提供される。また、グローバル・ガバ

ナンスと題する本も、洋書のみならず、和書でも随分と増えた。それでも、グローバ

ル・ガバナンスという言葉は、今なお多くの人にはなじみのない言葉である。

グローバル・ガバナンスとは、これまでの主権国家中心の国際関係とどう違うのだ

ろうか。グローバル・ガバナンスをめぐる議論を整理・考察することを通じて、現代

世界秩序の特質および課題について検討したい。

imajo-y
長方形



開催場所

申込み・問合せ先

広島市立大学サテライトキャンパス  セミナールーム 

（広島市中区大手町４‐１‐１ 大手町平和ビル９階） 

申込期日：平成30年10月24日（水）

≪交通機関≫ 

 JR広島駅南口から、 

〔市内電車〕1番（広島港行き）で「市役所前」下車 

〔広電バス〕2番乗り場から3号線で「市役所前」

　　　　　　バス停下車

〔広島バス〕3番乗り場から21-1号線又は21-2号線で

　　　　　 「市役所前」バス停下車

氏名（フリガナ）・電話番号／FAX／Eメールアドレス・参加区分（講演会と進学説
明会に参加、講演会のみ参加、進学説明会のみ参加、のいずれか）を記入の上、FAX
またはEメールにてお申込みください。

※講演会については、会場の都合上、先着60名とさせていただきます。

申込多数の場合は、進学説明会に参加される方を優先させていただきますので、

ご了承ください。

広島市立大学広島平和研究所事務室 

平和学研究科設置準備担当

TEL: 082-830-1811 

FAX: 082-830-1812  

Email: office-peace@m.hiroshima-cu.ac.jp

詳しくはこちら 

申込方法
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